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cancer-associated antigen (PCAA) と名付けた。本研究はこれをうけて， PCAAI(.対する特異抗血清
を作製し， PCAAと POA および既知の消化管粘液抗原( intestinal mucus antigen ; IMA , M1 antigen 





水から20-30~ぢ飽和硫安分画をとり，これをさらにセフアローズ 6B によるゲ、ル炉過と DEAE セファ
セルによるイオン交換クロマトグラフィにて分画し， PCAAを精製した。これで免疫し作製された家
兎抗 PCAA抗血清は，免疫電気泳動法にて， PCAA標品に対して α2 - ß 領域に単一バンドを形成し，
正常ヒト血清とは反応しなかった。
2. PCAA と POA ( Gelder) , IMA , M 1 の関係
抗 PCAA抗血清と， Dr. Gelder (Louisiana State Univ. , U. S. A )より供与された山羊抗POA
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抗血清とを用いて， PCAAと POAの異同をゲル拡散法で検討した口抗PCAA抗血清と抗POA抗血清は抗
POA標品 (Gelder) に対し，互いにfuseする一本の沈降線を形成し， PCAAと POA'ま免疫学的にidentical
であることが確められた。また，抗IMA抗血清，抗M1 抗血清と抗PCAA抗血清を用い，ゲ、ル拡散法にて
三者の比較検討をおこなったが， PCAAは免疫学的にIMA， M1 とは全く異なる抗原物質であることが明
らかとなった。
3. 正常組織における PCAAの分布
体 8 例，肝 3 例，胆嚢 2 例，食道 2 例，胃23例，小腸 8 例，大腸13例，耳下腺 3 例，顎下腺 3 例お






停癌18例，胆嚢癌 2 例，胃癌26例，結腸・直腸癌14例および肺癌11例を対象として， PCAA の組織
学的分布を検討した。体癌では 18例中 13例 (72%) に PCAAが検出されたが，組織型別にみると高分
化型管状腺癌10/10例，中分化型管状腺癌 2/4 例，低分化型管状腺癌 0/3 例，嚢胞腺癌 1/1
例が PCAA陽性であった。これらの PCAA陽性捧癌における PCAA陽性細胞は，癌細胞のすべてでは




その癌巣内に少数の杯様細胞が認められ， 乙の細胞に PCAAと IMAが検出されたが，粘液産生に乏し
い大部分の癌細胞では PCAA も IMAも検出されなかったD 胃の印環細胞癌 5 例では， PCAA , IMA , 
M 1 のいずれもが検出されたが， M 1 が大部分の癌細胞に検出されたのに対し ， PCAA と IMA は比較
的少数の癌細胞に認められた。これに対して，大腸の粘液癌 3 例では全例区おいて，癌細胞の細胞質
と粘液湖に PCAA と IMA が検出されたが， M 1はきわめて少数の癌細胞に検出されたに過ぎなかった。
(総括)
1. ~事癌患者の腹水から PCAA を分離・精製し，家兎抗PCAA抗血清を作製した。これを用いて POA
(Gelder) , IMA , M 1 と PCAA との異同を検討した結果， PCAA は POA(Gelder) と免疫学的に
identical でてあり， IMAやM 1 とは異なることが示された。
2. PCAA は，正常停には検出されなかったが，腸の杯細胞をはじめ胃，食道，顎下腺，気管支腺の粘
液細胞に検出された。
3. しかし牌癌では PAS -a 1 cian bl ue 陽性の高円柱状癌細胞に PCAAが検出され，その陽性率は
13/18 (72 %)と高かった。また，胃の印環細胞癌，大腸の粘液癌でも全例に PCAAが検出された。
にd? ?nノ臼
論文の審査結果の要旨
梓癌の腫虜マーカーとして，最近， pancreatic oncofetal antigen (POA)が注目されているが，その
本態については不明の点が多い。
本研究では，棒癌患者腹水から分離された別の醇癌関連抗原( PCAA，島野)に対する特異抗血清を作
製し， Gelder らの POA と PCAAが同ーの抗原性をもつものであることを明らかにした上で， ヒト正常
組織と癌組織における PCAAの分布を検討したものである。その結果， PCAAは腸の杯細胞などに常在
する粘液抗原の一種で，正常俸にはまったく存在しないが，棒癌では異所性に PCAAが産生されるとい
う興味ある知見をえている。学位論文として価値あるものと考えられる。
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